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それはどういうことかというと、大学関係者ではない
方は教育に関わるいろいろなことについてその効果の可
視化を求められるのです。大学教員だったら「教育の効
果なんて、何十年、いや、一生かかって分かるものであ
る j とおっしゃるのですが、それはなかなか通用しない
のです。企業の方は、企業として求めている能力がつい
ているかどうか、そ，はやはり知りたいとおっしゃいま
す。ですから、評価して可視化が求められることとして
は、教育の成果ということが大きい課題としてこれから
取り組んでいかなければならないと思います。
可視化ということを閲際的な視点で考えてみると、良
質の大学のリストづくりということになるのだと思いま
す。 UNESCOでは一定の質を保証された高等教育機関
のリスト公表が考えられているようですが、先ほど申し
ょげたように日本の認証評価システムは、受ければいい
システムなので、各認証評価i機関が合否のリストをそれ
ぞれで公表していたとしても、国際的なリストにその結
果を載せることは法令上はできないはずです。これから
はリスト化も考えていかなければいけないのかも知れま
せん。
囲内であればあの大学がいい、悪いということは様々
な情報からある程度分かるのですが、海外から見たら、
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果たしてどの大学がいい大学かは意外に分からないのか
も知れません。以前、文平|省の国際的な質保証ワーキン
グ・グループの関係でアメリカに調資に行ったことがあ
ります。その時の呂的は、ひところ問題になったアメリ
カ大学日本校の再燃みたいなことでWTOの関係でアメ
リカ大学臼本校の地位を大学として認めるかどうかを検
討するということでした。そこで、私の役目は、逆に、
日本の大学がアメリカに分校を作ることができるのかど
うかについて調査するというものでした。その特に、ア
メリカで何度も言われたのが、「東大だったら問題ないj
とか「京大なら歓迎する」というものでした。束大しか
名前が出てこないのです。大学の悶際的な通用性という
ことを考えるには、もっとシステムとして日本の大学
だったら、これだけのレベルがありますということが言
えるような質f呆吉正システムを目 f旨さなけれ;まいけないの
ではないかと患います。
これは、日本の大学数と設置者加の特徴が世界のどの
国とも異なるという前提で考えなければなりません。例
えばヨーロッパの国々は、大学数が少なくてしかも実質
的には国立ですから、評価でも合否など付ける必主主が
ありません。そしてアメリカは、民間間体によるアク
レディテーションシステムのもとで、 i臨十告培、どうか認、
定し、認定校のリストを公表しています。認定大学が
30C日以上もあるといわれているのですが、認定されな
い大学も相当にあります。アメリカでは大学としての認
可とは別に、その後のアクレディテーションを受けて認
定されるかどうかが重要なのです。
今の日本のシステムは、その折衷のような中途半端な
システムになっているのですが、高等教育機関の数は
1000 を超えています。そして日本は大学数でも学生数
でも私立が多い。このように日本固有の高等教育の体系
ができている中で、どうやったら日本独自の質保証シス
テムがうまく構築できるのだろうか。これはアメリカや
イギリスのまねをしてもうまくいかないのです。日本流
を考えていかなければいけない。これがやはり今後の大
きな謀題なのではないかと思っております。
雑ばくな話になりましたけれども、以上で私のお話を
終わらせていただきたいと思います。とうもありがとう
ございました(拍手)。
